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平成30年 (H30.l.l-H30.12.31)研究業績 29 


































学保健管理研究集会； 2018 Oct 3-4 ; 東京．
15)中川圭子，宮田留美，松井祥子．入学時お
よび就学2ヶ月後の健康調査の有用性．第



































支援事業東部中学校； 2018 Jul 6; 富山
6) 松井祥子．タバコと健康．青少年健康づくり
支援事業早月中学校； 2018 Jul 11 ; 富山．
7) 松井祥子．タバコと健康青少年健康づくり













































































平成30年 (H30.l.l-H30.12.31)研究業績 31 
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2018 Mar 1;13(3):e0192609. 
2) 岩田 実糖尿病家族歴は 2型糖尿病におい
てインスリン分泌能低下と関連する．学園の















































































































ニング； 2018 Jan21 ; 東京．
5) 岩田 実疾病の病態と臨床診断・治療の概
論糖尿病．看護師特定行為研修区分別科目 e
ラーニング； 2018 Feb 23; 富山．









中村滝雄 Takio Nakamura (~ H30.3.31) 
堀江秀夫 Hideo Rorie (H30.4.l ~ H30.12.31) 
中川圭子 Keiko Nakagawa 
宮田留美 RumiMiyata 
柴野泰子 Yasuko Shibano 
大浦暢子 Nobuko Oura 
小倉悠里子 Yuriko Ogura 
中川圭子
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Cardiac Troponin I Is Associated With 
Transesophageal Echocardiographic Risk 
of Thromboembolism and Ischemic Stroke 
Events in Non-Valvular Atrial Fibrillation 


















市立下村小学校； 2018 1, 富山．
2) 季刊 『ほけかん』 No.68<光療法はじめま
した＞ そのお困り、ひかって解消.2018,3. 
